
【令和４年度　企業局事業別決算概要】

Ｒ４ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ３

電気事業 供給電力量 供給電力量 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

（ＭＷｈ) （ＭＷｈ)

878,195 857,860 9,699 8,605 3,395 2,271 3,373 2,162
増減 20,335 1,094 1,124 1,211

815,000 815,000 8,315 8,316 1,211 1,570
63,195 42,860 1,384 289 2,162 592

契約水量 契約水量

(千㎥) (千㎥)

72,034 72,614 1,610 1,594 170 266 170 371
増減 △ 580 16 △ 96 △ 201

72,902 72,902 1,596 1,596 319 334
△ 868 △ 288 14 △ 2 △ 149 37

水道事業 協定水量 協定水量

(千㎥) (千㎥)

65,536 65,536 4,469 4,469 1,082 1,055 1,082 1,056
増減 0 0 27 26

65,536 65,536 4,446 4,466 1,520 1,523
0 0 23 3 △ 438 △ 467

団地造成事業 分譲面積（産業団地） 分譲面積(産業団地)

(ｈａ) (ｈａ)

5.6 23.8 1,508 4,645 256 839 276 739
増減 △ 18.2 △ 3,137 △ 583 △ 463

14.8 15.6 3,281 3,695 342 222
△ 9.2 8.2 △ 1,773 950 △ 66 517

施設管理事業

823 735 238 117 243 △ 89
増減 88 121 332

786 786 193 △ 42
37 △ 51 50 △ 47

・ゴルフ場 利用者数 利用者数

（人） （人）

212,300 220,134 622 544 231 109
増減 △ 7,834 78 122

180,000 180,000
32,300 40,134

・賃貸ビル 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

4,180 4,099 160 149 △ 18 △ 15
増減 81 11 △ 3

4,073 4,073
107 26

・格納庫 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

2,541 2,541 42 42 25 23
増減 0 0 2

2,380 2,380
161 161

合　計

18,109 20,048 5,140 4,548 5,144 4,239
増減 △ 1,939 592 905

18,424 18,859 3,585 3,607
△ 315 1,189 1,559 632

実績-計画

基本計画値

実績-計画
※表の数値は、表示単位未満の端数調整の関係で、合計と一致しない場合があります。

基本計画値

実績-計画

基本計画値

実績-計画

実績-計画

実績-計画

基本計画値

実績-計画

基本計画値

基本計画値

基本計画値

基本計画値

基本計画値

実績-計画

実績-計画

工業用水道事業

令和４年度　群馬県企業局の決算について（速報）

事業実績 営業収益 経常損益 純損益
区分

（税抜き額）

資料１

　令和４年度の企業局５事業全体の経常利益は、電気事業での売電契約の見直しによる販売電気料の増加などにより、前年度に比
べて５億９２百万円増加し、５１億４０百万円でした。
　純利益は、前年度に比べて９億５百万円増加し、５１億４４百万円となりました。
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【決算の主な特徴】

●電気事業

●工業用水道事業

●水道事業

●団地造成事業

●施設管理事業

    ３３億９５百万円

    ３３億７３百万円

　・　経常利益は、販売電力料が増加したことなどにより、前年度に比べて１１億２４百万円増加し、
　・　電力会社との契約見直しにより、営業収益は１０億９４百万円増加し、９６億９９百万円

　・　純利益は、販売電力料が増加したことなどにより、前年度に比べて１２億１１百万円増加し、

　・　営業収益は、ゴルフ場事業において、前年度に新型コロナウイルス感染症の影響を考慮した
　　納付金の減額があったことなどにより、前年度に比べて８８百万円増加し、８億２３百万円

　・　経常利益は、ゴルフ場事業の納付金が増加したことに加え、減価償却費の減少等により、

　　前年度に比べて１億２１百万円増加し２億３８百万円
　・　純利益は、旧上武ゴルフ場の廃止に伴う損失処理が済んだことから、前年度に比べて
    ３億３２百万円増加し、２億４３百万円

　・　純利益は、前年度に比べて４億６３百万円減少し、２億７６百万円

　・　純利益は、前年度に比べて２６百万円増加し、１０億８２百万円

　・　東毛工業用水道の契約水量減量による影響はあるものの、給水収益は渋川工業用水道の料金

　・　経常利益は、電気料金の高騰に伴う動力費の増加等により、前年度に比べて９６百万円

　・　協定水量の給水により、給水収益は前年度並み
　・　経常利益は、電気料金の高騰に伴う動力費の増加の影響を受けたものの、減価償却費の

　・　純利益は、前年度に受水企業からの契約水量減量に伴う一過性の負担金収入（特別利益）が

　・　経常利益は、分譲収入の減少により、前年度に比べて５億８３百万円減少し、２億５６百万円

　　改定により１６百万円増加し、１６億１０百万円

　　減少等により、前年度に比べて２７百万円増加し、１０億８２百万円

    減少し、１億７０百万円

    あった反動により、　前年度に比べて２億１百万円減少し、１億７０百万円

　・　分譲面積は、前年度に比べて１８．２ｈａ減少し、５．６ｈａ
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